
JP 6445023 B2 2018.12.26

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バッグレス真空掃除機であって、
　主ハウジングと、
　解放方向のごみ容器と前記主ハウジングとの間の相対運動の際に前記主ハウジングから
解放可能なごみ容器と、
　フィルタユニットと、
　少なくとも１つの清掃部材と前記フィルタユニットとの間の相対運動の際に前記フィル
タユニットと接触することにより清掃動作を実行するように配置された少なくとも１つの
清掃部材とを備え、
　前記フィルタユニットと前記少なくとも１つの清掃部材との間の前記相対運動が、前記
解放方向の前記主ハウジングと前記ごみ容器との間の相対運動によって生成される、バッ
グレス真空掃除機。
【請求項２】
　前記清掃動作を実行することは、塵埃を前記フィルタユニットから除去するために、前
記フィルタユニットに対して少なくとも１つの推進力を及ぼすことを含む、請求項１に記
載のバッグレス真空掃除機。
【請求項３】
　前記フィルタユニットが非平坦面を備え、前記少なくとも１つの清掃部材が、前記非平
坦面にわたって掃引され、かつ前記フィルタユニットと前記少なくとも１つの清掃部材と
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の間の前記相対運動の際に前記非平坦面と係合するように配置され、これによって清掃動
作を実行する、請求項１または２に記載のバッグレス真空掃除機。
【請求項４】
　前記フィルタユニットは、前記非平坦面を形成する隆起部を備える、請求項３に記載の
バッグレス真空掃除機。
【請求項５】
　前記隆起部は、前記フィルタユニットと前記少なくとも１つの清掃部材との間の前記相
対運動の方向に対して横方向に長手方向に延びる、請求項４に記載のバッグレス真空掃除
機。
【請求項６】
　前記フィルタユニットは、前記非平坦面を備えるひだ付きフィルタを備える、請求項３
～５のいずれか一項に記載のバッグレス真空掃除機。
【請求項７】
　バッグレス真空掃除機であって、
　主ハウジングと、
　解放方向のごみ容器と前記主ハウジングとの間の相対運動の際に前記主ハウジングから
解放可能なごみ容器と、
　フィルタユニットと、
　少なくとも１つの清掃部材と前記フィルタユニットとの間の相対運動の際に前記フィル
タユニットで清掃動作を実行するように配置された少なくとも１つの清掃部材とを備え、
　前記フィルタユニットと前記少なくとも１つの清掃部材との間の前記相対運動が、前記
解放方向の前記主ハウジングと前記ごみ容器との間の相対運動によって生成され、
　前記フィルタユニットが非平坦面を備え、前記少なくとも１つの清掃部材が、前記非平
坦面にわたって掃引され、かつ前記フィルタユニットと前記少なくとも１つの清掃部材と
の間の前記相対運動の際に前記非平坦面と係合するように配置され、これによって清掃動
作を実行し、
　前記フィルタユニットは、フィルタと、前記非平坦面を備えかつ前記フィルタに連結さ
れる非平坦面要素とを備える、バッグレス真空掃除機。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの清掃部材が前記主ハウジングに確保され、前記フィルタユニット
がごみ容器に確保される、請求項１～７のいずれか一項に記載のバッグレス真空掃除機。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの清掃部材が前記ごみ容器に確保され、前記フィルタユニットが主
ハウジングに確保される、請求項１～７のいずれか一項に記載のバッグレス真空掃除機。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの清掃部材が前記フィルタユニットに移動可能に装着され、前記主
ハウジングは、前記主ハウジングと前記ごみ容器との間の相対運動の際に前記清掃部材と
係合するように配置された係合要素を備える、請求項１～８のいずれか一項に記載のバッ
グレス真空掃除機。
【請求項１１】
　前記フィルタユニットの上流側に配置された粗フィルタユニットをさらに備える、請求
項１～１０のいずれか一項に記載のバッグレス真空掃除機。
【請求項１２】
　バッグレス真空掃除機であって、
　主ハウジングと、
　解放方向のごみ容器と前記主ハウジングとの間の相対運動の際に前記主ハウジングから
解放可能なごみ容器と、
　フィルタユニットと、
　少なくとも１つの清掃部材と前記フィルタユニットとの間の相対運動の際に前記フィル
タユニットで清掃動作を実行するように配置された少なくとも１つの清掃部材とを備え、
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　前記フィルタユニットと前記少なくとも１つの清掃部材との間の前記相対運動が、前記
解放方向の前記主ハウジングと前記ごみ容器との間の相対運動によって生成され、
　前記バッグレス真空掃除機は、
　前記フィルタユニットの上流側に配置された粗フィルタユニットをさらに備え、
　前記清掃動作によって前記フィルタユニットから除去される塵埃を集めるために、前記
フィルタユニットと前記粗フィルタユニットとの間に少なくとも部分的に画定された区画
をさらに備え、
　前記区画は、前記区画から除去された塵埃を空にするための排出口を備える、バッグレ
ス真空掃除機。
【請求項１３】
　前記ごみ容器の開口部をシールするための、および蓋が閉鎖しているときに前記区画の
排出口のシールを提供するための蓋をさらに備える、請求項１２に記載のバッグレス真空
掃除機。
【請求項１４】
　前記フィルタユニット、前記粗フィルタユニットおよび前記区画が前記蓋に備えられ、
前記排出口が、前記蓋が閉鎖しているときに前記開口部を形成する前記ごみ容器のリム部
分によってシールされるように前記蓋の周縁に配置される、請求項１３に記載のバッグレ
ス真空掃除機。
【請求項１５】
　前記ごみ容器が、前記蓋の周縁に配置されたヒンジ接続部によって前記蓋に連結され、
前記区画の前記排出口が、前記ヒンジ接続部と比較して前記蓋の周縁の反対側に配置され
る、請求項１４に記載のバッグレス真空掃除機。
【請求項１６】
　前記区画が前記ごみ容器内に少なくとも部分的に配置され、
　前記蓋が前記区画の前記排出口をシールするように配置される、請求項１３に記載のバ
ッグレス真空掃除機。
【請求項１７】
　前記解放方向が回転方向である、請求項１～１６のいずれか一項に記載のバッグレス真
空掃除機。
【請求項１８】
　前記解放方向が並進方向である、請求項１～１６のいずれか一項に記載のバッグレス真
空掃除機。
【請求項１９】
　前記バッグレス真空掃除機がバッテリによって電力供給されるように適合される、請求
項１～１８のいずれか一項に記載のバッグレス真空掃除機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般にバッグレス真空掃除機の分野に関する。特に、本発明は、フィルタユ
ニットおよびフィルタユニットを清掃するための手段を備えるこのような真空掃除機に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　バッグレス真空掃除機に関わる一般的な問題は、清掃性能の低下をもたらす吸引力の損
失である。バッグレス真空掃除機は、通常、ごみ容器または塵埃分離器の出口の前／上の
空気流を濾過するためのフィルタユニットを備える。真空掃除機のある操作時間後に、フ
ィルタユニットは、塵埃で覆われ、これにより、フィルタユニットを通る空気流抵抗が増
大し、これによって空気流が減少し、次に真空掃除機の吸引力が低減される。劣った吸引
力によるバッグレス真空掃除機の性能低下の恐れを低減するために、フィルタユニットを
定期的に清掃する必要がある。
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【０００３】
　バッグレス真空掃除機用のフィルタユニットの清掃を達成するために、様々な解決方法
が存在する。最も一般的には、フィルタユニットを真空掃除機から取り外し、水を使って
手で清掃しなければならない。このような手による清掃動作は、ユーザにとって面倒であ
ることがあり、清掃が終わると、フィルタユニットを約２４時間外気で乾燥しなければな
らず、その期間中、真空掃除機を使用することができない。
【０００４】
　米国特許出願公開第２００８０２６４００７Ａ１号明細書は、フィルタユニットが真空
掃除機に位置決めされる間に操作し得るモータ駆動式のフィルタ清掃機構を示している。
しかし、モータ駆動式のフィルタ清掃機構は、ユーザがスイッチを入れなければならない
。このことは、スイッチを入れ忘れることがあり、したがってスイッチがめったに入らず
、真空掃除機の吸引力低下をもたらす恐れがあることを意味する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述の欠点を克服するか、または少なくとも軽減するバッグレス真空掃除機を得ること
が有利であろう。特に、吸引力低下による性能低下の恐れを低減するバッグレス真空掃除
機を可能にすることが望ましいであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　これらの問題の１つまたは複数により良く取り組むために、独立請求項に規定された特
徴を有するバッグレス真空掃除機が提供される。好ましい実施形態が従属請求項に規定さ
れている。
【０００７】
　したがって、一態様によれば、バッグレス真空掃除機が提供される。バッグレス真空掃
除機は、主ハウジングと、解放方向のごみ容器と主ハウジングとの間の相対運動の際に主
ハウジングから解放可能なごみ容器と、フィルタユニットと、少なくとも１つの清掃部材
とフィルタユニットとの間の相対運動の際にフィルタユニットで清掃動作を実行するよう
に配置された少なくとも１つの清掃部材とを備える。フィルタユニットと少なくとも１つ
の清掃部材との間の相対運動は、解放方向の主ハウジングとごみ容器との間の相対運動に
よって生成される。
【０００８】
　ユーザによって作動されなければならない公知のフィルタ清掃装置に関わる問題は、そ
れらの装置では、ユーザが保守動作を能動的に実行しなければならないことである。第一
に、ユーザは、真空掃除機内のフィルタユニットの清浄が必要であることを実際に理解し
なければならず、このことは、多くの真空掃除機がむしろ隠れているフィルタユニットを
有し得るので、必ずしも容易ではない。第二に、清掃されるべきフィルタユニットがある
ことをユーザが知ったとき、ユーザは、どのようにフィルタユニットを清掃するべきかを
理解する必要があり、これは、従来技術では必ずしも直感的なものではないことがある。
第三に、ユーザは、清掃装置の作動を覚えて、実際に注意する必要がある。これらの３つ
の問題により、フィルタユニットがしばしば十分に清掃されないことが多く、これにより
真空掃除機の吸引力が低下する。
【０００９】
　本発明の態様は、主ハウジングからごみ容器を取り外す際にフィルタユニットを自動的
に清掃する構想に基づいており、この場合、フィルタユニットの清掃は、ごみ容器が主ハ
ウジングから解放される度毎に、例えばごみ容器がユーザによって空にされるべきときに
常に実行される。したがって、フィルタユニットの清掃は、清掃動作が行われることをユ
ーザが必ずしも知ることなく定期的に実行される。ごみ容器を空にする必要性は、通常ユ
ーザにも知られており、直感的なものであり得るため、この場合、通常定期的に行われる
。本発明の態様は、吸引力を損なうであろう塵埃によるフィルタユニットの目詰りの恐れ
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を低減する点で有利である。したがって、吸引力低下による真空掃除機の性能低下の恐れ
が低減される。
【００１０】
　フィルタユニットと少なくとも１つの清掃部材との間の相対運動は、解放方向の主ハウ
ジングとごみ容器との間の相対運動によって生成されるので、モータおよびモータ変速機
手段は必要でなく、真空掃除機の複雑さが低減される。
【００１１】
　例えば、解放方向の主ハウジングまたはごみ容器の移動は、フィルタユニットおよび少
なくとも１つの清掃部材の一方に伝達することが可能であり、これによって、フィルタユ
ニットと少なくとも１つの清掃部材との間の相対運動が生成される。
【００１２】
　一実施形態によれば、清掃動作を実行することは、塵埃をフィルタユニットから除去す
るために、フィルタユニットに対して少なくとも１つの推進力を及ぼすことを含み得る。
推進力は、フィルタユニットに係合する清掃部材によって生成し得る。本実施形態は、軟
質のフィルタ材料に付着した塵埃の除去を可能にする。
【００１３】
　一実施形態によれば、フィルタユニットは非平坦面を備えてもよく、少なくとも１つの
清掃部材は、非平坦面にわたって掃引され、かつフィルタユニットと少なくとも１つの清
掃部材との間の相対運動の際に非平坦面と係合するように配置してもよく、これによって
清掃動作が実行される。したがって、フィルタユニットおよび少なくとも１つの清掃部材
が相対移動されるとき（主ハウジングからのごみ容器の取り外しの際）、清掃部材は、非
平坦面にわたって掃引されるときに非平坦面と接触し、これによってフィルタユニットが
振動する（震動する）。清掃部材と非平坦面の凹凸との係合の繰り返しにより、清掃部材
がフィルタユニットに繰返し推進力を及ぼすようにさせ、これによって、結果として生じ
る振動によって塵埃がフィルタユニットから除去される。非平坦（または不均一）な表面
は、規則的または不規則であり得る任意の種類の凹凸を備えてもよい。
【００１４】
　代わりに（または補完として）、フィルタユニットと少なくとも１つの清掃部材との間
の相対運動は、フィルタを叩く（または軽く叩く）清掃部材によって構成してもよい。叩
き運動は、例えば、ごみ容器および主ハウジングが解放方向に互いに対して移動されると
きに、ごみ容器および主ハウジングの一方に固定されたカムと相互作用する（例えばカム
の上方に延びる）少なくとも１つの清掃部材によって生成し得る。清掃部材は、例えば、
清掃部材の一方の端部がカムの上方に延びるときに、清掃部材の他方の端部がフィルタユ
ニットを軽く叩くように旋回して吊設し得る。
【００１５】
　一実施形態によれば、フィルタユニットは、前記非平坦面を形成する隆起部を備えても
よく、したがって、清掃部材は、隆起部にわたって延びかつそれと係合するように配置し
てもよく、これによって、フィルタユニットを振動させることによって清掃動作を実行す
る。一実施形態では、隆起部は、フィルタユニットと少なくとも１つの清掃部材との間の
相対運動の方向に対して横方向に長手方向に延びてもよい。したがって、清掃部材が移動
するとき、清掃部材は隆起部に繰り返して係合し（打ち）、これによって清掃動作を実行
する。
【００１６】
　一実施形態によれば、フィルタユニットは、非平坦面を備えるひだ付きフィルタを備え
てもよい。したがって、フィルタのひだは非平坦面を形成し、これによって非平坦面はフ
ィルタに一体化される。さらに、フィルタのひだは、空気が通過するための濾過領域を増
大させる。
【００１７】
　一実施形態によれば、フィルタユニットは、フィルタと、非平坦面を備えかつフィルタ
に連結される非平坦面要素を備えてもよく、これによって、非平坦面要素の運動（例えば
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振動）がフィルタに伝達される。したがって、フィルタは、清掃部材が非平坦面要素の非
平坦面にわたって掃引されるときに振動する（または震動する）。本実施形態では、非平
坦面が非平坦要素に備えられるので、平坦なフィルタを任意選択的に使用してもよい。
【００１８】
　一実施形態によれば、少なくとも１つの清掃部材は主ハウジングに確保（例えば固定）
されてもよく、フィルタユニットはごみ容器に確保（例えば固定）されてもよく、これに
よって、主ハウジングの運動は清掃部材に直接伝達され、ごみ容器の運動はフィルタユニ
ットに直接伝達される。代わりに、少なくとも１つの清掃部材をごみ容器に確保してもよ
く、フィルタユニットを主ハウジングに確保してもよい。したがって、主ハウジングおよ
びごみ容器が互いに対して移動されるとき、清掃部材およびフィルタユニットもまた、し
たがって、互いに対して移動される。
【００１９】
　一実施形態によれば、少なくとも１つの清掃部材は、フィルタユニットに移動可能に装
着されてもよく、主ハウジングは、主ハウジングとごみ容器との間の相対運動の際に清掃
部材と係合するように配置された係合要素を備えてもよく、これによって、主ハウジング
の運動は、清掃部材に伝達され、その結果、清掃部材はフィルタユニットに対して移動す
る。
【００２０】
　一実施形態によれば、バッグレス真空掃除機は、フィルタユニットの上流側に配置され
た粗フィルタユニットをさらに備えてもよい。したがって、空気流は、フィルタユニット
によって濾過される前に粗い粒子／物体（破片）から濾過され、これによって、フィルタ
ユニットに堆積した破片を低減し、これによって、フィルタユニットの必要な清掃頻度を
低減する。フィルタユニットは、任意選択的に微細フィルタを備えてもよい。
【００２１】
　一実施形態によれば、バッグレス真空掃除機は、清掃動作によってフィルタユニットか
ら除去される塵埃を集めるために、フィルタユニットと粗フィルタユニットとの間に少な
くとも部分的に画定された区画をさらに備えてもよい。この区画は、区画から除去された
塵埃を空にするための排出口を備えてもよい。したがって、フィルタユニットから除去さ
れた塵埃は、清掃部材の動作の際に区画に収集され得る。区画は、例えばごみ容器を空に
する際に、ユーザによって空にされてもよい。
【００２２】
　一実施形態によれば、バッグレス真空掃除機は、ごみ容器の開口部をシールするため、
また蓋が閉鎖しているときに区画の排出口のシールを提供するための蓋をさらに備えても
よい。したがって、蓋が開放されるとき、ごみ容器および区画の両方が開放され、これに
よって、ごみ容器および区画を空にすることが同時に行われる。本実施形態は、区画を空
にすることを容易にするという点で有利である。
【００２３】
　一実施形態によれば、フィルタユニット、粗フィルタユニットおよび区画を蓋に備えて
もよい。さらに、排出口（区画の）は、蓋が閉鎖しているときに開口部を形成するごみ容
器のリム部分によってシールされるように、蓋の周縁に配置してもよい。したがって、蓋
が開放されるとき、区画の排出口は覆われず、これによって区画を空にすることを可能に
する。
【００２４】
　一実施形態によれば、ごみ容器は、蓋の周縁に配置されたヒンジ接続部によって蓋に連
結してもよく、また区画の排出口は、ヒンジ接続部と比較して蓋の周縁の反対側に配置し
てもよい。ごみ容器を空にすべきとき、ごみ容器の開口部が下方に（例えば、ごみ箱に向
かって）配向されるように、ごみ容器を回転することが好ましい。次に蓋を開放してもよ
く、これによって、区画の排出口はまた自動的に下方に（例えば、ごみ箱に向かって）面
する。本実施形態は、ごみ容器を空にする際に空にすることが自動的に行われるので、区
画を空にすることを容易にするという点で有利である。



(7) JP 6445023 B2 2018.12.26

10

20

30

40

50

【００２５】
　代替実施形態によれば、区画をごみ容器内に少なくとも部分的に配置してもよく、また
区画の排出口をシールするように蓋を配置してもよい。区画の排出口は、ごみ容器の開口
部をシールするときに蓋がまた区画の排出口をシールするように、好ましくはごみ容器の
開口部と実質的に整列することが可能である。好ましくは、ごみ容器および区画の排出口
の開口部は、実質的に同一の方向に面するように配向してもよい。本実施形態は、区画お
よびごみ容器を同時に空にし得るという点で有利であり、これにより、空にする動作が容
易になる。
【００２６】
　一実施形態によれば、解放方向は回転方向でもよい。例えば、ごみ容器は、主ハウジン
グにねじ留めしてもよく、これによって、ごみ容器は、主ハウジングからねじを外すこと
によって解放することが可能である。代わりに、解放方向は並進方向でもよい。例えば、
ごみ容器は、主ハウジングの内部に少なくとも部分的に配置し、主ハウジングから引き出
すことによって主ハウジングから解放してもよい。
【００２７】
　一実施形態によれば、バッグレス真空掃除機は、バッテリによって電力供給されるよう
に適合してもよい。フィルタユニットの不完全な清掃による吸引力低下の問題は、利用可
能な電力の制限により吸引力が小さくなるので、バッテリ電源のバッグレス真空掃除機で
はより明白である。したがって、フィルタユニットが目詰りするときに吸引力は急速に落
ちる。本実施形態は、ごみ容器が主ハウジングから解放される度毎にフィルタの清掃が自
動的に行われ得るので、フィルタの清掃がバッテリ電源の真空掃除機で容易にされるとい
う点で有利である。
【００２８】
　本発明の実施形態は、特許請求の範囲に引用された特徴のすべての可能な組み合わせに
関係することに留意されたい。
【００２９】
　次に、この態様および他の態様について、添付図面を参照して実施形態の次の例示的お
よび非限定的な説明でより詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】一実施形態によるバッグレス真空掃除機の図面である。
【図２】一実施形態による本体およびフィルタ清掃装置に取り付けられたごみ容器の断面
図である。
【図３】図２に示されたごみ容器を空にする図面である。
【図４】他の実施形態によるフィルタ清掃装置によるサイクロンの図面である。
【図５】一実施形態によるフィルタユニットの図面である。
【００３１】
　すべての図は概略図であり、必ずしも寸法どおりでなく、一般に、実施形態を説明する
ために必要な部分のみを示しており、この場合、他の部分は省略され得る。同様の参照番
号は、説明全体にわたって同様の要素を指す。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　図１は、一実施形態によるバッグレス真空掃除機１の図面である。バッグレス真空掃除
機１は、バッテリ駆動されるかまたはコードを介して主電源に接続可能であり得る。真空
掃除機１は、フィルタユニットおよびフィルタ清掃装置を備え、これらについては、以下
に図２および図３を参照してより詳細に説明する。
【００３３】
　真空掃除機は、真空掃除機によって採取された塵埃および破片を収集するためのごみ容
器１２０を備える。ごみ容器１２０は、真空掃除機のノズルに連結するための入口１２１
を備える。さらに、真空掃除機は、フレーム１３５と、フレーム１３５に支持されたひだ
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付のフィルタ１３１とを備えるフィルタユニット１３０を備える。フィルタ１３１は、例
えば、比較的細かい塵埃粒子を濾過して除去するように適合された微細フィルタであり得
る。本実施例では、フィルタユニット１３０は、ごみ容器１２０の蓋１２５に配置される
。蓋１２５は、ごみ容器１２０を空にすることを可能にするためにごみ容器１２０の開口
部１２２をシールするように配置される。蓋１２５は、ヒンジ１２８によってごみ容器の
開口部１２２にヒンジ結合し得る。ロック機構１２６、１２７は、蓋１２５がごみ容器１
２０の開口部をシールする閉鎖位置に蓋１２５を固定するために配置し得る。代わりに、
蓋１２５は、他の任意の適切な取付け手段、例えばスナップフィット機構またはねじ山に
よってごみ容器１２０に取り外し可能に連結してもよい。
【００３４】
　さらに、粗フィルタユニット１４０は、フィルタユニット１３０の上流側に、例えばご
み容器１２０の蓋１２５に配置してもよい。明瞭さのため、粗フィルタ１４０は、粗フィ
ルタ１４１の背後のひだ付のフィルタ１３１を露出させるために粗いメッシュの格子とし
て図２および図３に示されている。実際に、粗フィルタ１４１は、例えば視覚的に区別さ
れない非常に小さなサイズのメッシュを有してもよい。粗フィルタユニット１４０は、空
気流がフィルタユニット１３０によって濾過される前に空気流から比較的粗い粒子、例え
ば破片を濾過するように適合される。本実施例では、粗フィルタユニット１４０およびフ
ィルタユニット１３０は、ごみ容器１２０の蓋１２５の区画１５０を共に密閉する（画定
する）。開口の形態の１つまたは複数の出口１５１が、区画１５０を空にすることを可能
にするために蓋１２５に配置される。出口１５１は、例えば、蓋１２５が閉鎖位置にある
ときに開口部１２２を形成するごみ容器１２０のリムの部分によってシールされるように
、蓋１２５のリムに配置してもよい。好ましくは、出口１５１は、ヒンジ１２８と比較し
て蓋１２５の反対側に配置し得る。
【００３５】
　さらに、真空掃除機は、本体１１０を備え、その部分が図２に示されている。本体１１
０は、特に、吸引力を供給するために真空掃除機に空気流を発生するためのモータおよび
ファンユニット（図示せず）を収容し得る。さらに、真空掃除機は、１つまたは複数の清
掃部材１６０を備える。本実施例では、清掃部材１６０は主ハウジング１１０に固定され
る。清掃部材１６０は、例えば、モータおよびファンユニットがごみ容器１２０から空気
を引くことを可能にするために本体１１０の開口に配置された保護格子１６５に固定して
もよい。しかし、清掃部材１６０は、任意の適切な位置の本体１１０に確保してもよい。
清掃部材１６０は、本体１１０から突出するフランジ、リブまたは他の任意の部材によっ
て形成してもよい。
【００３６】
　フィルタ１３１のひだは、真空掃除機の本体１１０の清掃部材１６０に対面するフィル
タユニット１３０の隆起部および非平坦面を形成する。清掃部材１６０の高さは、ごみ容
器１２０が本体１１０に取り付けられるとき、清掃部材１６０がフィルタ１３１のひだと
係合することを可能にするためにフィルタ１３１のひだに部分的に重なるように適合され
る。
【００３７】
　ごみ容器１２０は、本体１１０に取り外し可能に装着され、ごみ容器１２０と本体１１
０との間の解放方向１０５の相対運動によって本体から解放可能である。本実施例では、
ごみ容器１２０は、バヨネットのような連結部によって本体１１０に装着され、この連結
部は、最初に解放方向１０５にごみ容器１２０を回し（例えば約４分の１または半分の回
転）、次に本体１１０から離れた方向に引っ張ることによって、本体１１０からごみ容器
１２０を解放可能にするために配置される。したがって、本実施例では、解放方向１０５
は回転方向である。
【００３８】
　他の実施例によれば、ごみ容器は、本体（図示せず）の上にねじ込んでもよく、これに
よって本体に対する回転運動により本体から解放される。代わりに、ごみ容器は、本体の
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区画の内部に少なくとも部分的に配置し、本体の区画から引っ張られることによって区画
から解放してもよく、この場合、解放方向は並進方向である。
【００３９】
　フィルタ１３１のひだによって形成された隆起部は、解放方向１０５に対して横方向の
方向に長手方向に好ましくは延び得る。本実施例では、フィルタ１３１のひだは半径方向
に長手方向に、したがって、解放方向１０５に対して横方向に延びる。
【００４０】
　以下において、フィルタ清掃機構の機能について説明する。
【００４１】
　真空掃除機が動作するとき、フィルタユニット１３０のフィルタ１３１は、空気流から
濾過された塵埃によって徐々に充填される（目詰りになる）。特に、フィルタユニット１
３０のフィルタ１３１は、より粗い粒子が粗フィルタユニット１４０によって濾過されて
いた可能性があるので、比較的細かい塵埃によって充填され得る。最終的に、フィルタ１
３１によって捕捉された塵埃は、徐々に空気流を減らし、これによって真空掃除機の吸引
力を低減し得る。フィルタユニット１３０が適時に清掃されない場合、吸引力が損なわれ
、真空掃除機の清掃性能の低下をもたらすことがある。さらに、ごみ容器１２０は、真空
掃除機によって採取された塵埃および破片によって徐々に充填される。最終的に、ユーザ
は、塵埃および破片をごみ容器１２０から空にしなければならない。次に、ユーザは、図
２に示したように、主ハウジング１１０に対してごみ容器１２０を解放方向１０５に回転
させることによって本体１１０からごみ容器１２０を解放する。ごみ容器１２０および主
ハウジング１１０が解放方向１０５に互いに対して移動されるとき、清掃部材１６０が主
ハウジング１１０に固定され、かつフィルタユニット１３０がごみ容器１２０に固定され
るので、清掃部材１６０とフィルタユニット１３０との間の相対運動が結果として生成さ
れる。
【００４２】
　清掃部材１６０がフィルタユニット１３０に対して移動するとき、清掃部材１６０はフ
ィルタ１３１のひだと係合する。清掃部材１６０は、フィルタ１３１のひだにわたって掃
引されるときに清掃動作を実行し、これによって、フィルタユニット１３０に繰り返して
推進力を及ぼし、フィルタ１３１の振動または揺れを引き起こし、次にフィルタ１３１に
付着した塵埃を除去する。除去された塵埃は、フィルタユニット１３０と粗フィルタユニ
ット１４０との間の区画１５０に達する。
【００４３】
　ユーザがごみ容器１２０を空にするべきとき、ユーザは、開口部１２２が下方に（例え
ば、ごみ箱の上方に）方向付けられるようにごみ容器１２０を配向してもよく、ごみ容器
１２０内の塵埃および破片が落ちるように蓋１２０を開く。蓋１２５が開放されるとき、
出口１５１はシールされず、除去された塵埃が区画１５０から落ちるように重力によって
自動的に下方へ回転される。したがって、ごみ容器１２０に捕捉された塵埃およびフィル
タユニット１３０から除去された塵埃は、同時に廃棄処理され得る。
【００４４】
　塵埃が清掃動作によってフィルタユニット１３０から除去されたとき、元の吸引力が実
質的に回復される。ごみ容器１２０が本体１１０から解放される度毎に清掃動作が実行さ
れ、この清掃動作は、ごみ容器１２０を空にしなければならない度毎に少なくとも行われ
るので、フィルタユニット１３０が定期的に清掃され、これによって、真空掃除機の清掃
性能の低下リスクが低減される。
【００４５】
　他の実施形態による真空掃除機について、以下に４を参照して説明する。本実施形態に
よる真空掃除機は、図１～図３を参照して記載した真空掃除機と同様に構成することが可
能である。
【００４６】
　図４は、真空掃除機の本体２１０および本体２１０に取り付けられたごみ容器２２０の
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部分を示している。本実施形態では、真空掃除機はサイクロン真空掃除機であり得、ごみ
容器２２０、粗フィルタ２４０およびフィルタユニット２３０は、空気流から塵埃を分離
するためのサイクロン（または遠心分離装置）を形成し得る。操作中、空気流は、粗フィ
ルタ２４０の周りのごみ容器２２０内を最初に循環し、これによって、粗い粒子が遠心力
によって空気流から分離される。次に、空気は、粗フィルタ２４０を通して、その後フィ
ルタユニット２３０を通して流れる。サイクロンは、ごみ容器２２０の壁部に配置された
空気および塵埃入口２２１を有する。フィルタユニット２３０は、ごみ容器２２０に、好
ましくはごみ容器２２０の開口部２２２の反対側のごみ容器２２０の端部に配置される。
粗フィルタユニット２４０もごみ容器２２０の内部に配置され、これによって、フィルタ
ユニット２３０と粗フィルタユニット２４０との間に画定された区画２５０は、結果とし
てごみ容器２２０の内部に同様に画定される。区画２５０の出口２５１は、ごみ容器２２
０の開口部２２２と好ましくは整列されてもよく、これによって、蓋２２５は、ごみ容器
２２０の開口部２２２および区画２５０の出口２５１の両方をシールする。代わりに、出
口２５１は開口部２２２と整列されなくてもよく、蓋２２５は、出口２５１および開口部
２２２（図示せず）の両方をシールするために成形し得る（例えば突出部または凹部を備
えることによって）。蓋２２５は、例えば、開口部２２２を形成するごみ容器２２０のリ
ムにヒンジ２２８によって接続してもよい。
【００４７】
　本実施形態により、フィルタ清掃動作は、図２および図３を参照して記載した実施形態
と同様に、すなわち、解放方向２０５にごみ容器２２０を回転させることによって実行さ
れ、この場合、清掃部材２６０は、清掃動作を実行するためのフィルタユニット２３０の
ひだにわたって掃引されかつ当該ひだと係合する。塵埃は、フィルタユニット２３０から
除去され、区画２５０に達する。蓋２２５が開放されるとき、区画２５０からの塵埃は、
ごみ容器２２０からの塵埃と同時に排出され得る。
【００４８】
　フィルタユニットの非平坦面を様々な方法で構成し得ることが認識されるであろう。図
５は、一実施形態によるフィルタユニット３３０を示している。本実施形態では、フィル
タユニット３３０は、フレーム３３５に配置された実質的に平坦なフィルタ３３１を備え
る。フィルタユニット３３０の非平坦面は、複数の隆起部３３７を備える非平坦要素によ
って形成される。例えば、隆起部３３７は、フレーム３３５内で半径方向に長手方向に、
例えば中心部分からフィルタユニット３３０のリムに向かって延びてもよい。清掃動作は
、隆起部にわたって掃引される清掃部材（図示せず）によって実行することが可能であり
、これによって、フィルタユニット２３０から塵埃を除去するためにフィルタユニットに
繰り返して推進力を及ぼす。
【００４９】
　上述の実施形態では、清掃部材は主ハウジングに固定され、フィルタユニットはごみ容
器に固定される。しかし、その代わりにフィルタユニットを主ハウジングに固定してもよ
く、清掃部材をごみ容器に固定してもよいことが認識されるであろう。ごみ容器と主ハウ
ジングとの間の相対運動を清掃部材とフィルタユニットとの間の相対運動に転換するため
の他の構成も予想し得る。例えば、清掃部材は、フィルタユニットに移動可能に（例えば
回転可能に）取り付けてもよく、この場合、主ハウジングとごみ容器との間の相対運動の
際に主ハウジングに対して清掃部材を静止維持するように、主ハウジングの係合要素（例
えば突出部）を配置してもよい。他の実施例によれば、清掃部材は、第１の端部で、例え
ば主ハウジングに取り付けられた非平坦カムと係合するように、また第２の端部で、主ハ
ウジングとごみ容器との間の相対運動の際に第１の端部がカムの上方に延びるときにフィ
ルタユニットを軽く叩くように配置してもよい。このように、清掃部材は、主ハウジング
とごみ容器との間の相対運動の際にフィルタを軽く叩く。
【００５０】
　当業者は、本発明が上述の実施形態に決して限定されないことを認識する。反対に、多
くの修正と変形が添付の特許請求の範囲の枠内で可能である。
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【００５１】
　さらに、図面、開示および添付の特許請求の範囲の検討から、請求された発明を実施す
る際に、開示された実施形態に対する変更が当業者によって理解されかつ行うことができ
る。請求項において、「備える（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」という用語は他の要素または
ステップを排除するものではなく、また不定冠詞「１つの（ａ）」または「１つの（ａｎ
）」は複数を排除するものでもない。ある特定の措置が互いに異なる従属項に引用されて
いるという単なる事実は、これらの措置の組み合わせを有利に使用できないということを
示していない。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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